
　独りで悲しまないで、一緒に背負って乗り越えよう　　　　

　　『でんでんむしのかなしみ』　新美南吉/作　
　　かみやしん/絵　大日本図書

『手袋を買いに』で知られている新美南吉の作品の1つで、物
語自体はとても短いですが、それでも色々と考えさせられる
内容となっています。
1匹のでんでんむしは自分の殻の中に悲しみが詰まっていると
嘆いて友達の元を訪ねますが、どの友達にも「辛いのはあな
ただけではない、自分の殻にも悲しみがある」と言われ、辛
いのは自分だけではないと気付き、悲しみと向き合うことを
決めるという内容なのですが、皆さんもこのご時世、辛いこ
とが多すぎて現実から目を背けたくなることもあるかもしれ
ません。ですがあなたは独りではありません。あなたの悲し
みを共に背負ってくれる人もいます。嘆き悲しむだけに終わ
らず、悲しみを乗り越える大切さに気付かせる深い本となっ
ています。

　　　     　
   2026年１月発行 第28号

発行：市立名寄図書館

　　 名寄市大通南２丁目 2-4751

開館時間
〈本館〉     火・金・土・日 9:30〜17:00
                                 水・木 9:30〜19:00
〈分室〉月・火・水・木・金9:30〜17:00
                                         土9:30〜13:00

マンガやアニメのその「不思議」を、「科学」で解決？！

『ジュニア空想科学読本1巻』柳田理科雄/著　藤嶋マル/絵　汐文社 

「ドラゴンボールのかめはめ波は実際にできる？」「名探偵コナン
の若返りは本当に起こる？」「ドラえもんのタケコプターは本当に
空を飛べる？」――そんなマンガやテレビでおなじみの疑問を、科
学的に徹底分析！もしかしたら、貴方の疑問も晴れるかも…？
科学は苦手だな…と思った方にも面白く読んでいただける本となっ
ています。たくさんのシリーズが出ていますので、是非お気軽に本
を開いてみてくださいね。

私が読書をはじめるきっかけとなっ
た本

『あずかりやさん』
大山淳子/著　ポプラ社

 東京の下町にある商店街の端っこにひっそりとお
店を構える「あずかりや」。そこは1日100円でな
んでも預かってくれるという。そんな不思議なお
店には様々な事情を抱えたものが預けられてい
く。様々な視点からみる「あずけもの」の背景。
そして、あずけものに込められた想い。大切なも
の、距離を置きたいもの、人からのあずかりもの
などを盲目な店主〈桐島〉が想いも含めて預かっ
てくれる。テレビドラマ化された『猫弁』の著
者、大山淳子が綴ったほっこり切ない、でも心温
まる物語。あなたの時間をこの本に預けてみませ
んか？

日本児童文学者協会賞受賞作の
重厚なファンタジー

『闇の守り人』
上橋 菜穂子/著　新潮社

上橋菜穂子先生のヒットシリーズの二作目に
あたる、主人公バルサの過去と向き合うお話
です。この守り人シリーズはアニメ化やNHK
で大河ファンタジーとしてドラマ化したこと
もある作品です。第一作は『精霊の守り人』
というお話になります。私があえて二作目の
『闇の守り人』をお勧めする理由としては主
人公バルサの故郷カンバルと、この国を巡る
バルサの養父ジグロが巻き込まれた陰謀の清
算をバルサが行っていく過程が巧みな心理描
写により描かれます。それを支えるのが筆者
独特の異国情緒溢れる風景描写です。最初の
数行のカツーン、カツーンという擬音で痩せ
たカンバルの土地がありありと想像できま
す。シリーズ物なので一作目から見るのが一
番物語を楽しめるとは思いますが、私からは
この闇の守り人を守り人シリーズの中でもお
すすめの一冊として紹介させていただきたい
と思います。

「読書の初体験を一緒にできる世にも珍しい本をご存知ですか？」

『本を読んだことがない32歳がはじめて本を読む』
かまど/著　みくのしん/著　大和書房

あなたは本を読んだことがありますか？恐らくこれを読まれている方
は、あると思います。
私は大学生活が忙しくなると全く本が読めなくなります。ある時、私
の好きなWebメディア「オモコロ」のライター、かまどとみくのしん
(本名)が書いた本が発行されたと知り、手に取りました。
すると、本を読んだことがないライターが読書に挑戦！という非常に
前衛的な内容でした。ページを開くと、世にも珍しいライターと一緒
に読書を初体験しているような感覚に包まれ、気づけば私も笑顔でワ
クワクしながらページをめくっていました。
明朗快活でポジティブなみくのしんが読書する様子は、失われた読書
への新鮮さを取り戻すことが出来ました。
あなたは、他人の読書の様子をまじまじと眺めたことがありますか？
私はありませんでした。
みくのしんが本を読む楽しさを我々に再確認させ、新鮮みのある読書
体験のできる1冊です！
読み終わる頃には、みくのしんの人生を通した名作の味わい深さに感
嘆のため息が出ること間違いなしです！

ツンドク
皆様こんにちは、名寄市立大学図書館サークルぱたん、ぺらです。昨年度に引き続き、今年度も市立図書館が発行

されているツンドクとコラボさせていただきました。そう、今回は我々ぱたん、ぺらの特集号です！サークル員の

イチオシ本や、我々ぱたん、ぺらがどのようなサークルなのかをご照覧ください！

ぱたん、ぺらがおすすめする本が、皆様にとっての学びのきっかけになってくれれば幸いです。



ぱたん、ぺらってどんなサークルなの？

活動日・活動場所　

毎週月曜日　大学図書館1階プレゼンテーションルー厶

　　　　　　　　　18:30〜21:00

    主な活動内容

　・近況報告・ブックトーク(この2つがメインの活動です)

　・図書館の蔵書のポップ作成(ハイセンスなポップお披露目会)

　・〇〇について語る会(好きなコンテンツについて好きなだけ　

　   語れます)

   ・(BL)ビブリオバトル(推し本の魅力を語り、どの本が1番魅力

　　的か決める大会です)

大学図書館の閉館時間は21時なのですが、近況報告・ブックト
ークだけで21時前まで盛り上がることもしばしば……💧

X(旧Twitter)アカウント

　　@nayoro_library

語る会はもっと開催する回数を増やしたいのですが、サークル
員の都合も考慮するとなかなかできないのが悩みのタネ…

本好きの人が集まるサークルですが、本の原作の映画や
アニメ・ゲームなどから派生して、アニメやゲームが好
きな人も沢山在籍しています。好きなコンテンツを話す
時はいつも1人は有識者がいるため、濃密な話が楽しめ
ますよ。

自分の好きな本を布教できるのはもちろんですが、他の
方が紹介する様々なジャンルの本を知ることができるた
め、今までの自分が知らなかった新しい発見ができるこ
とも多く、色々な意味で良い学びの場となります。

「ぱたん、ぺら」こと名寄市立大学図書館サークルぱたん、ぺら。聞き慣れないサー

クル名に「どんなサークルなの？」と疑問に思う方もいるかと存じます。ぱたん、ぺ

らは2023年に本好きの学生が集まって発足したサークルであり、現在の名寄市立大

学のサークルの中ではかなり新参のサークルです。サークル員の人数としては、発足

当初は10数名だったのですが、2024年度には7名の新入生が加わり、そして今年度

はなんと20名以上の新入生が入会して下さったため、今では全員で50名近くという

大所帯となりました。

発足3年目にしてまさかここまで大きなサークルになるとは、発足当時は夢にも思っ

ていなかったですね(苦笑)

かくして3年目を迎えたぱたん、ぺらですが、普段どのような活動を行っているの

か、「そもそも図書館サークルの活動って何？」と気になる方も多いのではないでし

ょうか。

そこで今回は特別にサークルの活動内容を公開します！

いかがだったでしょうか？

ぱたん、ぺらは本が好きな人が集い、自分の好きなコンテンツを周囲

に知ってもらうだけでなく、相手から紹介されることで新たな知識を

身に付け、見聞を広めることのできるサークルとなっています。自分

の好きなものを知ってもらいたい、沢山の人と話したい、そういった

方も大歓迎いたします！

もし名寄市立大学への進学を希望する方がいましたら、入学後にぱた

ん、ぺらを覗いてみませんか？

    ぱたん、ぺらの由来

　ぱたん、ぺらの由来は、本を

閉じてめくる『ぱたん』と『ぺ

ら』音からとられています。

当初は他にも候補があったので

すが、本に関する擬音にあやか

った可愛らしい名前である『ぱ

たん、ぺら』が好評だったた

め、現在のサークル名に決まっ

たという背景があります。


